２００３～２００７年　共同宣教司牧１４ブロックの長期計画

１　京都府北部 宮津ブロック

　　キリストの豊ないのちを、共に生きるために

　　１．神がはじめられた救いの業に積極的に参与する。

　　２．宮津ブロックの地域にあって、キリストと結ばれた福音宣教者であることを喜びをもって生きるために、

　　信徒養成を大切な柱とする。

　　上記の宣教計画を呼びかけるために、チラシをブロック全体に配る。(別紙参照)

２　京都府北部 舞鶴ブロック

《沖へ漕ぎ出そう（基本姿勢）》

《共通の長期目標》（5年目標）

　　１．信仰・教会生活についての生涯学習を促進する。

(信徒に向けて)

　　・まず信徒自身が、福音宣教の対象であることを認識しよう。すなわち、信徒一人ひとりの絶えざる回心が求められる。

　　・高齢者にとって分かりやすい生涯学習を行なう。

　　・また、高齢者にはそれぞれの人生体験を分かち合える場が望まれるので、信徒主体の聖書の分かち合いを導入する。〔生活の場からの分かち合い〕

　　・若い世代には、１．に掲げた生涯学習を通して、教会共同体の一員である自覚を促したい。

(信徒でない人々に向けて)

　　・私たちの周りには、退職を間近に控えて（あるいは退職したばかりで）生きる指針見出せず、戸惑っている人々が多い。そうした方々と積極的に関わり、キリストの福音を伝え、生きる指針を見出す手助けをしたい。

　　２．祈りと共に生きる。

　　　　祈りは神の命が流れ込む水路。祈りなき宣教は空しい。しかし、私たちの生活には祈りが乏しい。祈りを通して主イエスに親しみ、マリア様に親しもう。特に、教皇様は今年を「ロザリオの年」と宣言され、三つの玄義に加えて「光の玄を導入された。ロザリオの祈りを通してもっとマリア様に親しみ、さまざまな意向をために祈ろう。また、祈りを深めることによって、素朴だが生活に着地した信仰心を養う。

　　３．子供の信仰教育

(信徒の子供に向けて)

　　・それぞれの小教区では子供の数が少なく、また青少年の信仰教育に関わるスタッフ少ない。そうした中で私たちが出来ることは、今、教会に来ている子供たちとの関わりを深めること。ここから始めたい。子供たちが自分で出来る役割(侍者など)を担ってもらい、その中で信仰教育のチャンスを探りたい。

(信徒でない子供に向けて)

　　・舞鶴ブロックには三つの幼稚園がある。その卒園児たちが、将来、キリストの福音を受け入れることの出来る素地の形成に務める。また、その保護者にも積極的に関わり、キリストの福音を伝えていきたい。

　　４．滞日外国人と連帯し、多国籍の教会共同体をつくる。

　　　　今日、大抵の小教区には、多かれ少なかれ滞日外国人がいるので、彼らとの交わりを意識的に大切にし、小教区の一員として迎え入れるよう働きかける。特に滞日外国人と共にささげるミサを工夫したい（共同祈願や主の祈りなど）。

３　京都府南部 北ブロック

　　１．信仰共同体を体験するために（２００３年の努力目標）

　　　　すべての信徒が自覚を持って、積極的に参加する共同体を目指します。(京都教区の優先課題）

　　２．青少年の育成（青少年に魅力ある教会）に力を入れます。(京都教区の優先課題）

　　　　次世代を担う子どもの信仰教育の充実を図るため、司祭・修道者・信徒が一体となって共同体で取り組みます。

　　３．共同宣教司牧を推進していきます。(京都教区の優先課題）

４　京都府南部 西ブロック

　　１．共同宣教司牧を推進していくために、司祭・修道者・信徒が＜教会共同体の奉仕者＞としての

　　　　それぞれの役割を自発的に担い、未来に向けて展望が見出せるように、教会共同体を刷新させていきます。

　　２．子どもたちの信仰教育の充実、また信徒の養成や求道者の教育の充実のために、現状と課題を

見つめ直し、司祭・修道者だけでなく、信徒自らもそれらに対応出来るように、共同体として取組んでいきます。

　　３．司祭・修道者・信徒が協力して典礼奉仕をしていくために、様々な役割を担う信徒典礼奉仕者

を養成し、時宜に適った新しい典礼奉仕をしていきます。

　　４．社会に奉仕する教会共同体となっていくために、絶えず具体的な活動の糸口を模索し、＜開か

れた教会＞を目指します。

　　５．京都西ブロックを構成する私達一人一人がこの地域の福音宣教の担い手となるために、更に可能性を模索しながら、日々手を携えていきます。

５　京都府南部 東ブロック

　　１．信徒の信仰教育のプログラムの取り組み

　　　① 第二バチカン公会議「カトリック教会のカテキズム」の勉強

　　　② 共同体の育成

　　　③ 分かち合いの機会

　　２．『若い世代を教会へ』

　　　① 青年育成委員会の設置

　　　② ブロック単位での青年の集いの企画

　　３．ボランティア活動：ボランティア委員会の設置

　　　① ボランティア活動の調査と集約

　　　② 個人・小教区・ブロックに分ける作業

　　　③ ブロック内信徒への広報

６　京都府南部 南ブロックＡ

｢ミサを共に生きよう　－　一人でも多くの人とミサの喜びを｣

７　京都府南部 南ブロックＢ

　　目標：キリストのみことばを生き、福音宣教する教会共同体を目指して

　　１．お互いの共通理解を深めるために「キリストの学び」と共同宣教司牧についての｢広報活動｣

　　　① クラスの充実と役員の学びの必要性

　　　② パンフレットの作成

　　２．四教会における共同宣教司牧推進のための組織の見直し

　　３．信仰教育の充実、特に青少年の信仰教育

　　４．現代社会との連帯

昨年の長期計画と今年の司教訪問のテーマ｢信仰教育｣(上記参照)を加えたものを、2003年度の長期計画とする。

８　奈良 北ブロック

　　１．青少年の育成

　　２．信徒の信仰養成

　　３．滞日外国人との連帯

９　奈良 南ブロック

　　１．宣教・司牧活動は、あくまで「宣教司牧チーム」(ブロック会議)がブロック方針決定機関に

　　　　になる

　　　　信徒が奉献生活者・司祭の指導に依存する旧来の体質から脱皮して、キリストによって派遣されている共同体のメンバーとしての自覚のもとに、奉献生活者・司祭と協働して福音宣教の使命と責任を分担していかなければならない。

　　２．ブロック共同体の自主性や一体感を促進するために、様々な教会活動を共同企画し参画するように、ブロック規約を制定する

　　　　すべての信徒が、ブロックと各小教区との関係を理解し、ブロック会議及び担当チームのさまざまの役割と責任を認めるように、説明しなければならない

　　３．ブロックの各小教区内の組織が「役員会」制度から「宣教チーム」制度に変わる

　　　　｢宣教司牧チーム｣合議体がこの機能を発揮して行くために、ブロック会議と各小教区間の調整・コミュニケーションを改善しなければならない。

　　４．福音宣教を進めるために各種の小グループを育成する信仰共同体になる

　　　　信徒ひとり一人が参加できる各小教区内の小グループ(祈り、聖書、奉仕等々)を育成することの上で、各小教区ができない活動のため、ブロックレベルで小グループ(滞日外国人、キリスト教入門講座、子供信仰養成、冠婚葬祭を統一化等々)も育成しなければならない。

10　滋賀 湖西ブロック

基本方針：信仰共同体を育成する

　　１．生涯要請のために勉強会・グループ集会

　　２．集会祭儀の充実

　　３．社会と共に歩む活動の情報交換と参加

　　４．信仰共同体を体験するための分かち合い

　　５．教会学校のリーダーや子どもたちの親の養成

11　滋賀 湖東ブロック

　　１．身近な社会の中で、福音を証しする

　　２．集うすべての人が、キリストの愛に、親しみに、信頼に包まれた教会を作り出す

　　３．自分の手の届く範囲で、キリストの愛が実現されていない社会、世界、弱い立場の人のために働く

　　４．大人と子どものカトリック教育に力をいれる

12　三重県 北勢ブロック

　　１．滞日外国人との関わりをとおし、福音宣教共同体を作る努力

　　２．福音宣教共同体としての理解と意識改革

　　３．信仰の育成(特に青少年の)

13　三重県 中勢ブロック

　　１．将来を担う子ども・青少年への対応

　　２．滞日外国人とのかかわり

　　３．宣教への取り組みの弱さ

　　４．信仰を深めるための生涯努力

　　５．支え合う共同体づくり

14　三重県 南勢ブロック

　　１．滞日外国人 ― 外国人との交流促進

　　　　① 各種の情報の提供

　　　　② 声をかけ、友だちになる

　　２．青少年 ― 次代を担う青少年を育成する

　　　　① 教会学校の取り組み

　　　　② 教会行事、教区行事への参加の呼びかけ

　　３．共同宣教司牧
